
　

TESTIMONYTESTIMONY礼拝開始（10時30分）10 分前には席に着き、祈りの時間を
持ちましょう。一致の祈りは大きな力です。

通読のツボ
※1日 1章ですと約3年で通読できるペースです。

ディボーション登録ディボーション登録
右のQRコードを読み込むとメールソフトが起動します。
何も入力せずそのまま送信ください。
毎日のディボーションが届きます。

右のQRコードを読み込むとメールソフトが起動します。
何も入力せずそのまま送信ください。
毎日のディボーションが届きます。
※ｇmail などのフリーメールなどをオススメします。※ｇmail などのフリーメールなどをオススメします。

今後の予定今後の予定-誕生者の方、おめでとうございます。新しい1年も祝福されますようにお祈り致します

日 月 火 水 木 金 土

イースター礼拝イースター礼拝

来週の奉仕者
（４月１９日）

行司伝道師

岩崎祥誉
西嵜孝之

岡本享子

山本麻美

行司伝道師
池田優香
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　春休みにサンデーキッズの子どもたちときっずのお
泊まり会をしました
その時のテーマが「神様はぼく、わたしを愛している」
でした。
自分は、今まで神様との 1対 1の関係が大切と分かっ
ていたけど、「ぼくたち」の神様みたいにみんなの神様っ
ていう考え方がありました。そんな時に、イザヤ書の
43章 4節のみことば「わたしの目には、あなたは高価
で尊い。わたしはあなたを愛している。」というみこと
ばがきっずのお泊まり会の時メッセージで語られまし
た。
その時に、「わたしはあなたを愛している」っていうと
ころの「あなたを」の場所で、「あなたも」ではなく「あ
なたを」に言い換えて、わたしを愛してくださってい
ることを改めて実感しました。
今、コロナウイルスの影響で祈祷会がセルごとにする
ことになったり、日曜日の礼拝も椅子の間隔をあけた
り今まで当たり前に日曜日に礼拝出来ていたことがい
かに感謝なことか改めて感じました。これからも私の
王、私の神様に祈り、感謝しながら日々過ごしていき
たいと思いました。
（詩篇 5章 1～ 2節）1私の言うことを耳に入れてく
ださい。主よ。私のうめきを聞き取ってください。2
私の叫びの声を心に留めてください。私の王、私の神。
私はあなたに祈っています。

　　　Ⅱ列王18～ 24水 21 金 23

「私の神様」
みにサンデーキッズの子どもたちときっ
をしました
テーマが「神様はぼく、わたしを愛

「私の神様」
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森田加世子

村部香代子

金光文雄　大宮東子

澤口千春　行司佳世

佐々木撤心

　　　

　

ｼﾞｭﾘｱ　ｼﾗﾙﾃﾞｨ

山本心春

三村美香

森田莉功

山本登　岩崎雅弘

福山友梨

髙杉美代　西嵜優

吉野夏子

李雋英

　　

（ ２０２０年４月５日 ）
（要約者：西嵜芳栄）

誕生者のお祝い

黙示録　福澤師

　今週も引き続きⅡ列王記です。(18 章～ 24 章 ) 先週の箇所
で、北王国はアッシリアに捕囚されてしまいました。一方南
王国は 18章で、王国が分裂して以降 13代目でダビデが行っ
たとおりに主の目にかなう事を行い、高き所も取り除いたヒ
ゼキヤ王、22章に 16代目のヨシヤ王が現れます。ヒゼキヤ
は彼の後にもさきにも彼ほど主を信頼した人はいなかったと
書かれ、ヨシヤは右にも左にもそれず主の目にかなう事を行
い、心を尽くし、精神を尽くし、力を尽くしてモーセのすべ
ての律法に従い、主に立ち返った王は後にもさきにもなかっ
たと書かれています。私自身も列王記を読みながら拍手をし
てしまいそうな気持になりました。王国分裂して約 350 年の
間、南王国で 20人の王が入れ替わりその中で 4人だけが主
の目にかなう事を行いました。しかも、この 4人が続いたわ
けでなく、偶像礼拝や世俗の習慣、主の前に悪を行っていた
父親であったり先代の王がいた中にポツポツをと現れました。
預言者や側近達の助言はあったにしろ今までの事を全て覆し
主の目にかなう事を行ったというのは相当な決断力、実行力、
信仰だなと思わされます。当然、ヒゼキヤもヨシヤもダビデ
の事を一度も見たことがなく、神様から愛されていたことが
語り継がれていただけだと思います。先代の王が行っていた
事や世間の状況を目の当たりにしながらも神様の愛を自分た
ちも受け取ろうと歩んだヒゼキヤとヨシヤを見ていきましょ
う。

牧　一穂　牧師
西嵜芳栄

全本みどり
池田優香

　２日　籔中真琴
　３日　金森将雄
　　　　永井匡史
　４日　牧　友実
　　　　赤岩郁美

　７日　全本達正
　　　　渡邉龍朗
１２日　村部香代子
　　　　福田そら
１６日　三村美香

２０日　吉野夏子
２１日　森田加世子
２２日　行司佳世
　　　　澤口千春
２４日　ｼﾞｭﾘｱ　ｼﾗﾙﾃﾞｨ

２９日　佐々木徹心２５日　山本　登
　　　　岩崎雅弘
２６日　金光文雄
　　　　大宮東子
２７日　李雋英　

４月の誕生者
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　人は、現行のシステムがもたらす悪弊に思いをいたす
よりも、システムのルールを見抜いてその中で「うまく
やる」ことを考えます。過去の歴史は、時代、時代に支
配的だったシステムが悪とされ変化させる力によって世
界は変えられてきた側面もあります。現在のすべてのシ
ステムも、いずれ、より良いシステムにリプレースさせ
られるべきです。仮にそのように考えると、究極的には
世の中には次の２つの生き方があるということになりま
す。
①現行のシステムを上限として、その中でいかに「うま
くやるか」について、思考も行動も集中させる、という
生き方
②現行のシステムを所与の（そのまま受け入れる）もの
とせず、そのシステム自体を良きものに変えていくこと
に、思考も行動も集中させる、という生き方
変化は人にとってストレスです。しかし今正しいと言わ
れていることも歴史を振り返ればその時は間違っている
と言われました。ですからそれを変化させていくことに
よって世界は変えられて来たということが分かります。
だからこそこの②の様に、神様が言っていることを聞い
て、より良くしていく必要があるのです。

言葉、神の御言葉は[ダーヴァール]です。同じ綴りで、[デ
ヴェル]と発音する言葉があります。意味はなんと「疫病、
伝染病」となります。このように正しい言葉が変質した
言葉、間違った言葉、つまり正確ではない誤情報、偽情報、
デマが私たちの考え方に問題をもたらしているのです。
情報に惑わされるのではなく、その状況下に置いてどう
するべきかをしっかり学んでいく必要があります。だか
らこそ神の言葉に立つことが大切なのです。

ここで使われている「よみがえる」という言葉はクーム
です。創世記 4:8 カインは弟アベルを誘い出した。二人
が野にいたとき、カインは弟アベルに襲いかかって殺し
た。「襲いかかって殺した。」これが聖書の中で最初に使
われたクームです。「よみがえる」とはまったく逆の意味
を指し示す言葉になりますが、ヘブル語的解釈の視点で
は、「三日後まで殺されたままでいる、三日間死んでいる」
となり、言葉の強調点としては、よみがえることという
よりもむしろ殺される、死ぬことにあります。イエス様は、
ご自分がユダヤ人たちから「多くの苦しみを受け」「捨て
られ、殺され」ることを強調して語っておられると考え
られます。この様に、人は自分の置かれている状況や自
分の考えと違うものを差別し排除する心があります。こ
の人の愚かさがいつも人を死に追いやります。しかし、
そのような人々の悪の計らいであっても神は復活という
形で益とされるのです。

イエス様の話は、ペテロにとって想定外であり、到底理
解できない受け入れられないものでした。怒りにも似た
ペテロの様子に対し、イエス様は言われます。「下がれ、
サタン。あなたは神のことを思わないで、人のことを思っ
ている。」このように痛烈な表現で「ペテロを叱って言わ
れた。」のです。
・ペテロはイエスを「いさめた」
・イエスはペテロを「叱った」 
この「いさめた」また「叱った」は、ヘブル語ではどち
らも [ ガーアル ] という同じ言葉が使われています。つ
まり神がしようとしておられる事を人が叱ったのです。
この言葉は、創世記 37:10-11 でヨセフが自分が見た夢
を兄たちに話したことに対して父ヤコブが叱った所で出
てきます。兄たちはヨセフを妬み排除しました。ここに
は愛はありません。父は叱ったが心にとどめていました。

ヨセフの行為に対して叱っただけで愛していたからで
す。

「見る」[ ナーヴァト ] は創世記 15:5「さあ、天を見上げ
なさい。星を数えられるなら数えなさい。」さらに言わ
れた。「あなたの子孫は、このようになる。」で本来、神
がアブラハムに約束された御言葉を指し示します。
「下がれ、サタン。」の「下がれ」は [ スール ] で「離れる、
脇へ逸れる」という意味があります。しかしこの言葉は
本来、「覆いを取り払って眺める」という意味で、創世
記 8:13 六百一年目の第一の月の一日に、水は地の上か
ら干上がった。ノアが箱舟の覆いを取り払って眺めると、
見よ、地の面は乾いていた。と同じ言葉なのです。
ナーヴァトは天を見上げること、このスールは逆に「地
の面」地を見ることを指し示した言葉です。イエス様は
弟子たちを見て「下がれ、サタン。（覆いを取り除きな
さい）」と言われるのと同時に、天（神）のこととこの
地のことと両方の最善を尽くせと言われたのです。

「神の国」のことを思わないで、人の国、人のことばか
りを思う人、人間的な考え、尺度でしか物事を計れない
人について話されます。人は自分がルールなので、理解
することも、受け入れることもできません。覆いがかかっ
て見えない状態スール「下がれ、」は、神のことを思う
⇒人のこと を思うということです。だからこそその「覆
いを取り払って眺める」必要があります。
「神のこと」また「人のこと」[ ダーヴァール ] 言葉とい
う意味で、「神のこと」とは、神の語られる、神の御言
葉のことです。創世記 8:15 神はノアに告げられた。 
8:16 「あなたは、妻と、息子たちと、息子たちの妻たち
とともに箱舟から出なさい。 8:17 すべての肉なるものの
うち、あなたとともにいる生き物すべて、鳥、家畜、地
の上を這うすべての ものが、あなたとともに出るように
しなさい。それらが地に群がり、地の上で生み、そして
増えるように しなさい。」の神はノアに告げられた。が
聖書の中で最初のダーヴァール（命令）です。その後の
言葉全体にかかり、ダーヴァールに指し示された神のご
計画、神の御言葉が「神のこと」です。だからこそ私た
ちはすべての人が平安に生きていく神の計画を信じて、
追従して仕えていくことが大切なのです。

私たちは自分がしてしまったことを後悔します。しかし
神様が願っているのは、失敗をした時に後悔して自分を
責めるのではなく、悔い改めと神の奇跡を見出すことで
す。だからこそ自分を変えることが出来る方である神様
の元に還ることが大切なのです。解決は神様にあるから
です。

「神のことばに従う」
　　　　　　　　　　　　マルコ８：３１～３３

　　　
どちらを選んで生きるか

失敗しても悔い改め神の前に戻ること

「三日の後によみがえらなければならない」
（マルコ8:31）

「イエスをわきにお連れして、いさめ始めた。」
（マルコ8:32）

神のことを思わないで人のことを思っている
（マルコ8：33）

「弟子たちを見ながら」…言われた
（マルコ 8：33）

言葉　神の言葉

まとめ
キリストはムチに打たれ血だらけになる痛みを通り、
十字架を背負いゴルゴダの丘を登って釘付けにされ
死に向かって行きました。それはあなたの痛みを背
負う為でした。だからこそ隣人を否定し排除する生
き方ではなく、隣人が作り変えられる為に自らが十
字架を負えるよう間違った判断をせず愛を持ってそ
の人を見ましょう。神様はあなたを愛しています。
そしてあなたが敵として見ている人も神様は愛して
いるのです。愛すべきものを敵と見なす覆いを取り
除き、愚かになったり教養のないものにならないよ
うにしましょう。恐れや怒りからではなく神の平安
を心に留め、正しい判断をしていくことが出来るよ
うにいつも神様の前に戻りましょう
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き方ではなく、隣人が作り変えられる為に自らが十
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を心に留め、正しい判断をしていくことが出来るよ
うにいつも神様の前に戻りましょう
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